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(57)【要約】
【課題】　給紙カセットから用紙を給紙させるにあたり
、用紙を予め積層させて収容させた用紙収容トレイを、
給紙カセットに着脱自在に装着させるようにし、用紙収
容トレイ内に用紙を適切な状態で簡単に収容できるよう
にすると共に、用紙が用紙収容トレイ内から適切に給紙
されるようにする。
【解決手段】　給紙カセット2から用紙Sを給紙させる給
紙装置3において、用紙Sを積層させて収容させた用紙収
容トレイ7を、給紙カセット2に着脱自在に装着させ、こ
の用紙収容トレイ7内に収容された用紙Sを給紙させるよ
うにすると共に、用紙収容トレイ7の側壁部71に、用紙S
の送り方向と交差する用紙Sの幅方向端部を規制する突
起部72を設けた。
【選択図】　図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給紙カセットから用紙を給紙させる給紙装置において、用紙を積層させて収容させた用
紙収容トレイを給紙カセットに着脱自在に装着させ、この用紙収容トレイ内に収容された
用紙を給紙させるようにすると共に、前記の用紙収容トレイの側壁部に、用紙の送り方向
と交差する用紙の幅方向端部を規制する突起部を設けたことを特徴とする給紙装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の給紙装置において、前記の突起部を、用紙収容トレイの両側の側壁部
に対向するように設けたことを特徴とする給紙装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の給紙装置において、前記の突起部を、少なくとも用紙収
容トレイ内に積層されて収容される用紙の最上面の位置まで設けたことを特徴とする給紙
装置。
【請求項４】
　請求項１～請求項３の何れか１項に記載の給紙装置において、前記の突起部を、用紙収
容トレイにおける用紙の送り方向中央部よりも上流側の位置と下流側の位置とに設けたこ
とを特徴とする給紙装置。
【請求項５】
　請求項１～請求項４の何れか１項に記載の給紙装置において、前記の突起部における用
紙の送り方向両側部分に、用紙収容トレイの側壁部に向けて広がるように傾斜した第１傾
斜部を設けたことを特徴とする給紙装置。
【請求項６】
　請求項１～請求項５の何れか１項に記載の給紙装置において、前記の突起部の上端部に
、下方に向けて傾斜した第２傾斜部を設けたことを特徴とする給紙装置。
【請求項７】
　請求項１～請求項６の何れか１項に記載の給紙装置を用いて用紙を給紙させることを特
徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、給紙カセットから用紙を給紙させる給紙装置及びこの給紙装置を用いた画像
形成装置に関するものである。特に、給紙カセット内に積層されて収容された用紙を給紙
させるだけではなく、用紙収容トレイ内に用紙を積層させて収容させ、この用紙収容トレ
イを給紙カセットに着脱自在に装着させて、この用紙収容トレイ内に収容された用紙を給
紙させるようにした給紙装置において、この用紙収容トレイ内に用紙が適切に積層されて
収容されると共に、この用紙収容トレイから用紙が適切に給紙されるようにした点に特徴
を有するものである。
【背景技術】
【０００２】
　複写機、プリンター、ファクシミリ及びこれらの複合機からなる画像形成装置等におい
ては、一般に、給紙装置により用紙を給紙カセットから給紙し、このように給紙された用
紙を画像形成工程に導いて、この用紙にトナー画像を形成するようにしている。
【０００３】
　ここで、このような給紙装置としては、一般に、特許文献１～３等に示されるように、
給紙カセット内に用紙を積層させて収容させ、この給紙カセットから用紙を給紙させるよ
うにしている。
【０００４】
　また、このような給紙装置においては、一般に、給紙カセットに、用紙の送り方向と直
交する用紙の幅を規制する幅規制部材を設けると共に、この幅規制部材に、用紙の幅方向
端部と接触して用紙を規制する凸部を設け、この凸部により給紙カセットから給紙される
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用紙の方向を規制し、用紙が給紙カセットから給紙されて搬送される用紙がずれて傾いた
りするのを抑制するようにしている。
【０００５】
　しかし、給紙カセットを画像形成装置に取り付けた状態で、前記のように幅規制部材に
用紙の幅方向端部と接触して用紙を規制する凸部を設けた給紙カセット内に、適切に用紙
を積層させて収容させる作業は非常に面倒であった。
【０００６】
　また、近年においては、用紙を有効に利用するために、片面にトナー画像が形成された
用紙を用い、この用紙の裏面にもトナー画像を形成することが頻繁に行われるようになっ
た。
【０００７】
　そして、このようにトナー画像が形成された用紙の裏面にトナー画像を形成するにあた
っては、片面にトナー画像が形成された用紙（一般に裏紙と称される）を反転させて積層
させ、このように積層させた裏紙からなる用紙を、前記のように幅規制部材に用紙の幅方
向端部と接触して用紙を規制する凸部を設けた給紙カセット内に収容させるようにしてい
る。
【０００８】
　しかし、裏紙からなる用紙を積層させる場合、新しい用紙のように揃った状態で積層さ
せることは困難であり、積層された用紙にずれが生じやすく、積層された用紙の端部が不
揃いの状態になり、この状態で、積層させた裏紙からなる用紙を給紙カセット内に収容さ
せるようにした場合、積層させた裏紙からなる用紙の端部が前記の凸部に引っ掛かって、
給紙カセット内に収容された裏紙からなる用紙が座屈して皺が発生したり、またこのよう
な収容された裏紙からなる用紙を給紙カセット内から給紙させて搬送する際に、この用紙
がずれて傾いたりし、適切に給紙させて搬送させることが困難になる等の問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００２－１４５４５９号公報
【特許文献２】特開２００９－１３５４号公報
【特許文献３】特開２０１２－２５０８００号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、給紙カセットから用紙を給紙させる給紙装置における前記のような問題を解
決することを課題とするものである。
【００１１】
　すなわち、本発明においては、給紙カセット内に積層されて収容された用紙を給紙させ
るだけではなく、用紙収容トレイ内に用紙を積層させて収容させ、この用紙収容トレイを
給紙カセットに着脱自在に装着させるようにし、この用紙収容トレイ内に、用紙が適切に
積層させて収容されるようにすると共に、この用紙収容トレイから用紙が適切に給紙され
るようにすることを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明においては、前記のような課題を解決するため、給紙カセットから用紙を給紙さ
せる給紙装置において、用紙を積層させて収容させた用紙収容トレイを給紙カセットに着
脱自在に装着させ、この用紙収容トレイ内に収容された用紙を給紙させるようにすると共
に、前記の用紙収容トレイの側壁部に、用紙の送り方向と交差する用紙の幅方向端部を規
制する突起部を設けた。
【００１３】
　このように、用紙を積層させて収容させた用紙収容トレイを、給紙カセットに着脱自在
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に装着させるようにした場合、この用紙収容トレイを画像形成装置に設けられた給紙カセ
ットから取り出した状態で、この用紙収容トレイ内に用紙を積層させて収容させることが
できるようになる。
【００１４】
　また、前記の用紙収容トレイの側壁部に、用紙の送り方向と交差する用紙の幅方向端部
を規制する突起部を設けると、用紙収容トレイ内に用紙を積層させて収容させる際に、こ
の突起部により用紙の幅方向端部が適切に規制されて、用紙収容トレイ内に、用紙がずれ
ないようにして適切に積層されて収容されると共に、用紙収容トレイ内から用紙を給紙さ
せて搬送させる際に、用紙がずれて傾いたりするのが抑制される。
【００１５】
　ここで、前記のように用紙収容トレイの側壁部に、用紙の送り方向と交差する用紙の幅
方向端部を規制する突起部を設けるにあたっては、突起部を用紙収容トレイの両側の側壁
部に対向するように設け、用紙の幅方向両側の端部を規制させることが好ましい。
【００１６】
　また、前記の突起部によって用紙収容トレイ内に積層されて収容される用紙全体が適切
に規制されるようにするため、突起部を少なくとも用紙収容トレイ内に積層されて収容さ
れる用紙の最上面の位置まで設けることが好ましい。
【００１７】
　また、用紙収容トレイ内から用紙を給紙させて搬送させる際に、この用紙収容トレイの
側壁部に設けられた前記の突起部によって、用紙がずれて傾いたりするのを適切に防止す
るため、前記の突起部を、用紙収容トレイにおける用紙の送り方向中央部よりも上流側の
位置と下流側の位置とに設けることが好ましい。
【００１８】
　また、前記のように用紙収容トレイ内に用紙を積層させて収容させたり、用紙収容トレ
イ内から用紙を給紙させて搬送させたり際に、用紙が前記の突起部に引っ掛かって、用紙
が変形したり、用紙がずれて傾いたりするのを適切に防止するため、前記の突起部におけ
る用紙の送り方向両側部分に、用紙収容トレイの側壁部に向けて広がるように傾斜した第
１傾斜部を設けることが好ましい。
【００１９】
　前記の用紙収容トレイ内に用紙を積層させて収容させる際に、用紙が前記の突起部の上
端部分に引っ掛かったりするのを防止するため、前記の突起部の上端部に、下方に向けて
傾斜した第２傾斜部を設けることが好ましい。
【００２０】
　また、本発明の画像形成装置においては、用紙を給紙させるにあたり前記のような給紙
装置を用いるようにした。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の給紙装置においては、画像形成装置に設けられた給紙カセットから用紙収容ト
レイを取り出した状態で、この用紙収容トレイ内に用紙を積層させて収容させることがで
きる。このため、前記のように用紙収容トレイの側壁部に用紙の幅方向端部を規制する突
起部を設けた場合においても、画像形成装置に設けられた給紙カセット内に用紙を直接積
層させて収容させる場合に比べて、用紙を用紙収容トレイ内に適切に積層させて収容させ
る作業が著しく簡単に行えるようになり、特に、片面にトナー画像が形成された裏紙から
なる用紙であっても、このような用紙を、用紙収容トレイ内に適切に積層させて収容させ
ることが簡単に行えるようになる。
【００２２】
　そして、このように用紙を積層させて収容させた用紙収容トレイを給紙カセットに装着
させて、この用紙収容トレイ内に収容された用紙を給紙させて搬送させるようにした場合
、用紙収容トレイの側壁部に設けられた前記の突起部により用紙の幅方向端部が規制され
、用紙がずれて傾いたりすることなく、用紙収容トレイから用紙が適切に給紙されて搬送
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されるようになる。
【００２３】
　この結果、片面にトナー画像が形成された裏紙からなる用紙であっても、用紙収容トレ
イ内に適切に積層された状態で収容され、この用紙収容トレイ内からこのような用紙が適
切に給紙されて搬送され、このような用紙に対して適切に画像形成が行えるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施形態に係る給紙装置を使用した画像形成装置において、給紙カセッ
ト内に収容された用紙を給紙させる状態を示した概略説明図である。
【図２】図１に示した画像形成装置において、用紙が積層されて収容された用紙収容トレ
イを給紙カセット内に着脱自在に装着させ、この用紙収容トレイ内に収容された用紙を給
紙させる状態を示した概略説明図である。
【図３】前記の実施形態に係る給紙装置に使用する用紙収容トレイを示し、（Ａ）は概略
斜視図、（Ｂ）は概略平面図である。
【図４】前記の実施形態に係る給紙装置において、用紙収容トレイ内に用紙を積層させて
収容させた状態を示した概略説明図である。
【図５】前記の実施形態に係る給紙装置において、用紙収容トレイを着脱自在に装着させ
る給紙カセットの概略斜視図である。
【図６】前記の実施形態に係る給紙装置において、用紙収容トレイの側壁部に設けた突起
部における用紙の送り方向両側部分に、用紙収容トレイの側壁部に向けて広がるように傾
斜した第１傾斜部を設けた状態を示した部分説明図である。
【図７】前記の実施形態に係る給紙装置において、用紙収容トレイ内に収容された用紙を
給紙させる状態を示した概略説明図である。
【図８】前記の実施形態に係る給紙装置において、用紙収容トレイの側壁部に設けた突起
部の上端部に下方に向けて傾斜した第２傾斜部を設けた状態を示した部分説明図である。
【図９】前記の実施形態に係る給紙装置において、用紙収容トレイの側壁部に設けた突起
部が用紙と接触する部分の幅を示した部分説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　次に、この発明の実施形態に係る給紙装置及びこの給紙装置を用いる画像形成装置を添
付図面に基づいて具体的に説明する。なお、本発明に係る給紙装置及び画像形成装置は、
下記の実施形態に示したものに限定されず、その要旨を変更しない範囲において適宜変更
して実施できるものである。
【００２６】
　この実施形態においては、図１に示すように、画像形成装置１内の下部に装着された給
紙カセット２から後述する給紙装置３により用紙Ｓを給紙させて搬送させるようにしてい
る。
【００２７】
　ここで、この画像形成装置１においては、その内部に４つの感光体ドラム１０を設ける
と共に、各感光体ドラム１０に対応させて、現像剤を収容させた４つの現像装置１３を設
け、各現像装置１３においては、それぞれの現像剤におけるトナーの色彩を異ならせて、
黒色，黄色，マゼンダ色，シアン色のトナーを用いている。
【００２８】
　そして、この画像形成装置１においては、前記の各感光体ドラム１０を回転させて、各
感光体ドラム１０の表面をそれぞれ帯電装置１１によって帯電させ、このように帯電され
た各感光体ドラム１０の表面に対して、それぞれ潜像形成装置１２により画像形成情報に
従った露光を行い、各感光体ドラム１０の表面にそれぞれ静電潜像を形成するようにして
いる。
【００２９】
　次いで、このように静電潜像が形成された各感光体ドラム１０に対して、それぞれ対応
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する現像装置１３から所定の色彩のトナーを各感光体ドラム１０の静電潜像に供給して現
像を行い、各感光体ドラム１０の表面にそれぞれの色彩のトナー像を形成するようにして
いる。
【００３０】
　そして、前記のように各感光体ドラム１０に形成された各色彩のトナー像を、回転ロー
ラー１４ａに架け渡されて回転駆動される無端状の中間転写ベルト１４の表面に、前記の
各感光体ドラム１０と対向して設けられた各一次転写ローラー１５により順々に一次転写
させて、この中間転写ベルト１４の表面に各色彩のトナー像が合成されたトナー像を形成
するようにしている。また、前記の中間転写ベルト１４に転写されずに各感光体ドラム１
０の表面に残留しているトナー等を、それぞれ第１のクリーニング装置１６により、各感
光体ドラム１０の表面から除去するようにしている。
【００３１】
　そして、前記のようにして中間転写ベルト１４の上に形成されたトナー像を、この中間
転写ベルト１４により二次転写ローラー１７と対向する位置に導くようにしている。
【００３２】
　一方、前記のように給紙装置３によって給紙カセット２から給紙された用紙Ｓを送りロ
ーラー１８に送り、この送りローラー１８により用紙Ｓをタイミングローラー１９に導く
ようにしている。
【００３３】
　そして、このタイミングローラー１９により用紙Ｓを、中間転写ベルト１４の上に形成
されたトナー像が二次転写ローラー１７と対向する位置に導かれるタイミングと同期する
ようにして、中間転写ベルト１４と二次転写ローラー１７との間に導き、中間転写ベルト
１４の上に形成されたトナー像を前記の二次転写ローラー１６により用紙Ｓに転写させる
ようにしている。また、用紙Ｓに転写されずに前記の中間転写ベルト１４に残ったトナー
等を、第２のクリーニング装置２０によって中間転写ベルト１４から除去させるようにし
ている。
【００３４】
　そして、前記のようにトナー像が転写された用紙Ｓを定着装置２１に導き、この定着装
置２１により、転写された前記のトナー像を用紙Ｓに定着させた後、このようにトナー像
が定着された用紙Ｓを排紙ローラー２２により排紙させるようにしている。
【００３５】
　ここで、この実施形態における給紙装置３において、給紙カセット２から用紙Ｓを給紙
させるにあたり、前記の図１に示すものにおいては、給紙カセット２内に用紙Ｓを積層さ
せて収容させ、この給紙カセット２から用紙Ｓをピックアップローラー４により引き出し
て、給紙ローラー５と捌きローラー６との間に導き、用紙Ｓが重送されて導かれた場合に
は、この給紙ローラー５と捌きローラー６との間において重送されている用紙Ｓを捌いて
、１枚の用紙Ｓを給紙ローラー５と捌きローラー６との間を通して前記の送りローラー１
８に送るようにしている。
【００３６】
　また、この実施形態における給紙装置３においては、前記のようにして給紙カセット２
内に積層されて収容された用紙Ｓを給紙カセット２から給紙させる他、給紙カセット２内
に用紙Ｓを収容させないようにし、図２に示すように、予め用紙Ｓを積層させて収容させ
た用紙収容トレイ７を給紙カセット２内に着脱自在に装着させ、この用紙収容トレイ７内
に収容された用紙Ｓを、前記の場合と同様にして、ピックアップローラー４により引き出
して、給紙ローラー５と捌きローラー６との間に導くようにすることができるようになっ
ている。
【００３７】
　ここで、このように用紙Ｓを積層させて収容させた用紙収容トレイ７を給紙カセット２
に着脱自在に装着させるにあたり、この実施形態においては、用紙収容トレイ７として、
図３（Ａ），（Ｂ）に示すように、用紙Ｓの送り方向と交差する用紙Ｓの幅方向端部を規
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制する突起部７２を、用紙収容トレイ７の両側の側壁部７１に対向するようにして、用紙
Ｓの送り方向に所要間隔を介して複数対設けたものを用いるようにしている。
【００３８】
　そして、この用紙収容トレイ７を給紙カセット２から取り外した状態で、図４に示すよ
うに、この用紙収容トレイ７内に、用紙Ｓを積層させて収容させるようにし、図５に示す
ように、給紙カセット２の用紙収容部２ａ内に用紙Ｓを収容させずに、この給紙カセット
２の用紙収容部２ａ内に、前記のように用紙Ｓを積層させて収容させた用紙収容トレイ７
を着脱自在に装着させるようにしている。
【００３９】
　ここで、用紙収容トレイ７を給紙カセット２から取り外した状態で、この用紙収容トレ
イ７内に用紙Ｓを積層させて収容させるようにすると、前記のように用紙収容トレイ７の
両側の側壁部７１に用紙Ｓの幅方向端部を規制する突起部７２を設けた場合においても、
画像形成装置１に設けられた給紙カセット２内に用紙Ｓを直接積層させて収容させる場合
に比べて、用紙収容トレイ７内に用紙Ｓを積層させて収容させる作業が簡単に行えるよう
になり、特に、片面にトナー画像が形成された裏紙からなる用紙Ｓであっても、このよう
な用紙Ｓをまとめて用紙収容トレイ７内に収容させることが簡単に行えるようになる。
【００４０】
　また、この実施形態においては、前記の対になった突起部７２を、図４に示すように、
用紙収容トレイ７内に積層されて収容される用紙Ｓの最上面の位置よりも高い位置まで設
けている。このようにすると、用紙収容トレイ７内に積層されて収容された用紙Ｓ全体が
対になった突起部７２により適切に規制された状態で収容されるようになる。
【００４１】
　また、この実施形態においては、図３（Ｂ）に示すように、対になった突起部７２を用
紙収容トレイ７における用紙Ｓの送り方向中央部よりも上流側の位置と下流側の位置とに
設けると共に、図３（Ｂ）及び図６に示すように、各突起部７２における用紙Ｓの送り方
向両側部分に、用紙収容トレイ７の側壁部７１に向けて広がるように傾斜した第１傾斜部
７２ａを設けている。
【００４２】
　このようにすると、図７に示すように、用紙収容トレイ７内から用紙Ｓをピックアップ
ローラー４により引き出し、この用紙Ｓを給紙ローラー５と捌きローラー６との間を通し
て前記の送りローラー１８に送る場合に、用紙Ｓの幅方向端部が対になった各突起部７２
に規制されながら、用紙Ｓが送りローラー１８に送られるようになり、用紙Ｓがずれて傾
いたりすることなく、用紙収容トレイ７から適切に給紙されて搬送されるようになる。
【００４３】
　さらに、各突起部７２における用紙Ｓの送り方向両側部分に、前記のように第１傾斜部
７２ａを設けると、用紙収容トレイ７から用紙Ｓを給紙させて搬送させる際、或いは用紙
Ｓを用紙収容トレイ７内に収容させる際に、用紙Ｓが突起部７２に引っ掛かって、用紙Ｓ
が変形したり、用紙Ｓがずれて傾いたりするのも適切に防止されるようになる。なお、用
紙Ｓが突起部７２に引っ掛かるのを適切に防止するためには、用紙Ｓの送り方向に対して
この第１傾斜部７２ａの傾斜角度αを４５°以下にすることが好ましい。
【００４４】
　また、この実施形態においては、図８に示すように、各突起部７２の上端部に下方に向
けて内方に傾斜した第２傾斜部７２ｂを設けている。このようにすると、用紙収容トレイ
７内に用紙Ｓを積層させて収容させる際に、用紙Ｓの幅方向端部が突起部７２の上端部に
あたったとしても、突起部７２の上端部に設けられた前記の第２傾斜部７２ｂに沿って用
紙Ｓが用紙収容トレイ７内に導かれて適切に収容されるようになる。なお、用紙Ｓの幅方
向端部が突起部７２の上端部にあたった場合に、用紙Ｓが前記の第２傾斜部７２ｂに沿っ
て用紙収容トレイ７内に適切に導かれるようにするためには、垂直方向に対してこの第２
傾斜部７２ｂの傾斜角度βを４５°以下にすることが好ましい。
【００４５】
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　また、図９に示すように、前記の突起部７２が用紙Ｓと接触する部分の幅Ｌｗが小さい
と、用紙収容トレイ７内においてずれて収容された用紙Ｓとの接触部分に加わる負荷が大
きくなり、ずれて収容された用紙Ｓに座屈が生じて皺が発生したり、用紙Ｓと接触する突
起部７２の部分が摩耗したりする。一方、突起部７２が用紙Ｓと接触する部分の幅Ｌｗが
大きいと、突起部７２と用紙Ｓとが接触する部分の摩擦抵抗が大きくなって、用紙収容ト
レイ７内に用紙Ｓを積層させて収容させる際に、用紙Ｓがこの突起部７２に引っ掛かりや
すくなると共に、用紙収容トレイ７内から用紙Ｓを給紙させて搬送させる際の摩擦抵抗が
大きくなって、用紙Ｓを給紙させて搬送させる際に支障が生じやすくなる。
【００４６】
　ここで、突起部７２が用紙Ｓと接触する部分の幅Ｌｗについて、用紙の重量をＷ，用紙
間の摩擦抵抗をμ，用紙の飛び出した部分の長さをＲ，用紙の厚みをＬｔ，飛び出した用
紙と突起部との間に加わる力をＰ，突起部と１枚の用紙との接触面積をＡｒ，１枚の用紙
の断面積をＡｐ，用紙のヤング率をＥ，用紙の断面二次モーメントをＩとした場合、
飛び出した用紙と突起部との接触面が受ける面圧σは、
σ＝Ｐ／Ａｒ＝μＷ／（Ｌｔ・Ｌｗ）
飛び出した用紙が座屈する座屈臨界面圧σｃｒは、
σｃｒ＝（π2・４Ｅ・Ｉ）／（Ｒ2・Ａｐ）
となる。
【００４７】
　また、飛び出した用紙に座屈が生じる場合における突起部と用紙とが接触する部分の幅
Ｌｗ１は、
Ｌｗ１＝（Ｒ2・Ａｐ・μＷ）／（π2・４Ｅ・Ｉ・Ｌｔ）
となる。
【００４８】
　そして、飛び出した用紙が座屈しないようにするためには、σ＜σｃｒの条件を満たす
ことが必要になり、突起部７２が用紙Ｓと接触する部分の幅Ｌｗを、座屈が生じる場合に
おける突起部と用紙とが接触する部分の幅Ｌｗ１より大きくすることが必要になり、
Ｌｗ＞Ｌｗ１＝（Ｒ2・Ａｐ・μＷ）／（π2・４Ｅ・Ｉ・Ｌｔ）
の条件を満たすようにすることが好ましい。
【００４９】
　ここで、用紙として、坪量が６４ｇ／ｍ２の市販の普通紙（コニカミノルタ社製：Ｊペ
ーパー）を用い、用紙の飛び出した部分の長さＲを０．００４６ｍとした場合、Ｗ＝１８
．２Ｎ，μ＝０．５９，Ｐ＝１１．８Ｎ，Ｌｔ＝０．００００９２ｍ，Ａｐ＝０．０００
０１９ｍ２，Ｅ＝１１.１ＧＰａ，Ｉ＝１．３６２７×１０‐１４ｍ４となり、
突起部７２が用紙Ｓと接触する部分の幅Ｌｗを９．７４ｍｍ以上にすることが好ましかっ
た。
【００５０】
　また、用紙として、坪量が１２０ｇ／ｍ２の市販の厚紙（mondi color copy：ｃｃ１２
０）を用い、用紙の飛び出した部分の長さＲを０．００４６ｍとした場合、Ｗ＝３１.１
Ｎ，μ＝０．５９，Ｐ＝１８．４Ｎ，Ｌｔ＝０．０００１３８ｍ，Ａｐ＝０．００００２
９ｍ２，Ｅ＝１４．０ＧＰａ，Ｉ＝４．５９９×１０‐１４ｍ４となり、
突起部７２が用紙Ｓと接触する部分の幅Ｌｗを３．２１ｍｍ以上にすることが好ましかっ
た。
【００５１】
　また、前記の普通紙や厚紙を、用紙収容トレイ内に落とし込むにあたり、前記の突起部
と用紙とが接触する部分の幅Ｌｗを１２ｍｍにすると、前記の普通紙の場合には、用紙が
前記の突起部に引っ掛かって、用紙を用紙収容トレイ内に適切に落とし込むことが困難で
あり、また前記の厚紙の場合には、用紙を用紙収容トレイ内に落とし込むことができたが
、用紙が前記の突起部に一時的に引っ掛かった状態になった。
【００５２】
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　このため、前記の市販の普通紙や市販の厚紙を用いる場合には、突起部と用紙とが接触
する部分の幅Ｌｗを１２ｍｍ未満にすることが好ましかった。
【符号の説明】
【００５３】
　１　画像形成装置
　２　給紙カセット、２ａ　用紙収容部
　３　給紙装置
　４　ピックアップローラー
　５　給紙ローラー
　６　捌きローラー
　７　用紙収容トレイ、７１　側壁部、７２　突起部、７２ａ　第１傾斜部、７２ｂ　第
２傾斜部
　１０　感光体ドラム、
　１１　帯電装置
　１２　潜像形成装置
　１３　現像装置
　１４　中間転写ベルト、１４ａ　回転ローラー
　１５　一次転写ローラー
　１６　第１のクリーニング装置
　１７　二次転写ローラー
　１８　送りローラー
　１９　タイミングローラー
　２０　第２のクリーニング装置
　２１　定着装置
　２２　排紙ローラー
　Ｓ　用紙
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